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株主・投資家の皆様へ

「選ばれる企業へ」

高 谷  康 久トップメッセージ

さらなる成長へ向け

We Guard All



代表取締役社長

高谷 康久

ごあいさつ

グループシナジーの効果が発揮され、
引き続き増収増益を達成しました。

新型コロナウィルス感染症に罹患された皆様と、その

ご家族に心よりお見舞い申し上げます。また、このコロナ

ショックで様々な不利益を被られているすべての方々、

株主の皆様方のご心労をお察しいたします。このような

事態にあって、ますますインターネットは社会的に利用が

拡大し、そのインターネット社会の安全を守る重要性が

増大しています。当社はこのような時にこそ、急増する

動画サービスへの監視をはじめとするあらゆる投稿監視や

サイバーセキュリティを通じ、ネット社会の安全を守る社会

的使命を強く自覚し、その責任を果たしてまいります。

皆様の一層のご支援を賜りますように、お願いいたします。

業績ハイライト

売上高

3,738百万円

第22期
（19/9）

6,535

第23期
（第2四半期）

7,400
（通期予想）

3,7383,738

営業利益

631百万円

1,167

第22期
（19/9）

1,201
（通期予想）

第23期
（第2四半期）

631631

42.62円

84.01
（通期予想）

第23期
（第2四半期）

82.60

第22期
（19/9）

42.6242.62

親会社株主に帰属する
四半期（当期）純利益

1株当たり
四半期（当期）純利益

431百万円

850
（通期予想）

第23期
（第2四半期）

840

第22期
（19/9）

431431

キャッシュレス決済・EC（インターネット通販）・動画・エデュテック
（教育分野へのIT活用）など多岐にわたるサービスのカスタマー
サポート・投稿監視が増加。

Point ソーシャルサポート売上が索引

事業内容

1

その他多数

1,000社を
超える運用実績 ・株式会社ネットマーケティング

・株式会社リクルートライフスタイル

・株式会社CAM ・ソフトバンク株式会社・エヌ・シー・ジャパン株式会社

・株式会社バンダイナムコエンターテインメント
・株式会社ニューズピックス ・ネットイース社

・楽天株式会社

WEBアプリ
脆弱性診断

監視案件目視、サポート対応
クライアントの要望に応じた人材を派遣

誰もが安心・安全にインターネットを使える社会を目指します。
ユーザー（インターネット利用者）ユーザー 広告主・代理店

1  ソーシャルサポート
監視・CS（カスタマーサポート）に加え、運用や分析など
ソーシャルWEBサービスでの多様なサービスを提供

2  ゲームサポート
ソーシャルゲームやオンラインゲーム運営企業向けに監視業
務、問い合わせ対応、ゲームマスター※などの業務を提供

3  アド・プロセス
インターネット広告などの広告審査業務だけでなく、広告枠管
理から入稿管理、広告ライティングなどのサービスを提供

イー・ガーディアン株式会社（当社）

※オンラインゲーム上において進行サポートや不正パトロールを行うスタッフ

広告審査
広告入稿管理

投稿、各種問い合わせ、
ゲームイベント参加

機器の
利用

インターネット広告
掲載申請

監視案件目視
サポート対応

連結子会社

デバッグ
対応

対応内容に応じた料金の支払

監視案件
目視サポート

対応

多言語
サポート

ソーシャルWEBサービス（ＳＮＳ、EC、ソーシャルゲームなど）電子機器 ポータルサイト、アフィリエイト

クライアント （メディアレップ）（メーカー）

2019年10月付でトラネル株式会社と株式会社アイティエスを統合しEGテスティングサービス株式会社へ社名変更しました。

EGテスティング
サービス株式会社

EGセキュア
ソリューションズ

株式会社
イー・ガーディアン東北

株式会社 E-Guardian Philippines Inc.

クラウド型
セキュリティ製品

株式会社
グレスアベイル

21



会社化したグレスアベイル社が脆弱性診断の受注窓口
になり、その診断業務をEGセキュアソリューションズ社
が請け負うという形で受注量が拡大しています。また、
このセキュリティ分野は高度な専門性を持ったエンジ
ニアのマンパワーがなければ、依頼があっても引き受
けられませんが、上期では継続的にエンジニアを獲得
できていることも成長の根拠になっています。

第23期通期の展望について
お聞かせください。
通期予想に変更はありません。売上については6期

連続の2ケタ成長を展望しています。利益については、
今期に予定していた広島センターと予定外の新宿
サテライトの2カ所を開設したことにより上期の利益
は圧迫されましたが、増益を達成しています。新宿
サテライトは動画監視を主な業務としていますが、
すでにアップされる新しい動画の数は急拡大しており、
それに応じて売上も伸びていますし、それに関連して
動画の広告審査を行うアドプロセスも伸びています。
また当社が最も期待を込めているのが、新商品である
「GUARDIAX」です。これはサイバー攻撃からウェブ
アプリケーションを守る、AIを活用した次世代型ウェブ
アプリケーションファイアウォール（WAF）製品です。

トップメッセージ特集

新型コロナウィルス感染症の影響をどの
ように見ていますか？
新型コロナウィルス感染症の拡大でリモートワーク

や自宅待機となる方が多く、インターネットの利用が増
加しています。特に動画サービスに関するソーシャル
サポートが増えてきています。一方、このような状態で
は新しいゲームタイトルがリリースされにくいため、当
社への影響はまだ不透明な状態です。特に3月末まで
の第23期上期については、新型コロナウィルス感染症
の影響はほとんどないというのが率直なところです。

第23期上期の業績をどのように
評価されますか？
上期については、期初の想定通り・計画通りに推移し

ました。大きく伸びたのは「ソーシャルサポート分野」
です。昨年の消費増税を機に、キャッシュレス決済の導
入関連が大きく伸び、その他にECや学習系サイトの
売上をはじめとして全般的に伸びました。「その他の
分野」は売上が対前年で約1.5倍化しましたが、主に、
子会社化した株式会社グレスアベイルとEGセキュアソ
リューションズ株式会社との、セキュリティ分野でのシ
ナジー効果が発揮された結果です。サイバーセキュリ
ティはマーケット自体が拡大していることに加えて、子

「GUARDIAX」は 国内初 のコ ン テ ナ型製品 で、
従来のクラウド型の課題であるアクセス遅延や、
据え置き型の課題である拡張性を解決します。日本
では競合する商品が他にありません。すでに大手企業
から予想以上の引き合いが来ていますし、クラウドサー
ビスの広がりの中で「こうしたセキュリティ商品が欲し
かった」「ウェブサイト全体への導入も検討したい」と
いったご意見が寄せられています。

これまでの当社のビジネスは、受注すると人材を
集めてセンターを開設することで初めて稼働するという
モデルでしたが、この「GUARDIAX」はソフトウェア・
ビジ ネスであり、 受注ごとの準備や投資が不要な
ので、一気に大きく展開することが可能です。この
コロナショック環境下においてもセキュリティへの
ニーズは拡大が見込まれるので、商談をクローズまで持
ち込めるかどうか、これから真価が問われると考えてい
ます。

またアドプロセス分野では、株式会社電通の子会社
である株式会社サイバー・コミュニケーションズ（CCI）
と当社との合弁会社である株式会社ビズテ ー ラ ー・
パートナーズを設立しました。CCI社は営業に大きな
強みを持ち、当社は広告審査をはじめとするビジネス・
プロセス・アウトソーシング（BPO）に強みを持ってい
ますが、分担と棲み分けが明確であるために、受注件数
も広がりプロダクト側のキャパシティも拡大するという
効果が表れてきています。

株主の皆様にメッセージをお願いします。
当社は、長引くコロナショックの下で、ますます重要

性を増しているインターネット社会の安全を守る種々
のサービスを全力で提供してまいります。ソーシャル
サポート分野、ゲームサポート分野、アドプロセス分野
の 既存3分野 に おける安定成長を基盤としつ つ、
サイバーセキュリティ等の新しい事業分野で大胆な
挑戦による高成長を実現してまいります。株主の皆様
には引き続き一層のご支援をお願いいたします。

23期上期は計画通りに進展しました。下期はサブスクリプション
型新商品「GUARDIAX」の拡販に全力を尽くします。

高谷 康久
代表取締役社長

43



クラウド
サーバー

クラウド型
ファイアウォール

サーバー

発行可能株式総数 32,400,000 株
発行済株式の総数［うち自己株式 117,541株］ 10,405,800 株
株主数 8,797 名

商 号 イー・ガーディアン株式会社　E–Guardian Inc．
代 表 者 名 代表取締役社長　高谷 康久
設 立 1998年5月
資 本 金 36,428万円
従 業 員 数 連結1,591名（うち契約社員数1,222名）
本 社 〒105-0001

東京都港区虎ノ門1-2-8 虎ノ門琴平タワー8F
TEL：03-6205-8857　FAX：03-6205-8858

センター所在地 ■ 東京センター　〒169-0074
　 東京都新宿区北新宿２-21-1  新宿フロントタワー28F
　 TEL：03-6770-2192　FAX：03-6770-2193

■ 新宿サテライト　〒160-0023
　 東京都新宿区西新宿6-18-1 住友不動産新宿セントラルパークタワー20F
　 TEL：03-5909-5640　FAX：03-5909-5641

■ 立川センター　〒190-0012
　 東京都立川市曙町2-34-7 ファーレイーストビル6F
　 TEL：042-847-3300　FAX：042-847-3301

■ 大阪センター　〒530-0003
　 大阪府大阪市北区堂島1-5-17 堂島グランドビル 7F
　 TEL：06-6346-6080　FAX：06-6346-6180

■ 大阪GAMELABO　〒530-0001
　 大阪府大阪市北区梅田2-4-13 阪神産経桜橋ビル4F
　 TEL：06-4400-1030　FAX：06-6341-5282

■ 広島センター　〒730-0051
　 広島県広島市中区大手町3-1-9 広島鯉城通りビル8F
　 TEL：082-909-2625　FAX：082-553-9242

■ 宮崎センター　〒880-0805
　 宮崎県宮崎市橘通東4-1-2 宮崎野村證券ビル 7F
　 TEL：0985-42-7900　FAX：0985-42-7901

■ 熊本センター　〒860-0863 
　 熊本県熊本市中央区坪井2-2-35 熊電プラザビル1F
　 TEL：096-341-2525　FAX：096-341-2526

関 連 会 社 ■ ＥＧセキュアソリューションズ株式会社
■ 株式会社グレスアベイル
■ EGテスティングサービス株式会社
■ E-Guardian Philippines Inc.
■ イー・ガーディアン東北株式会社

事 業 内 容 ■ ブログ・SNS・掲示板企画コンサルティング
■ リアルタイム投稿監視業務
■ ユーザーサポート業務
■ オンラインゲームカスタマーサポート業務
■ コンプライアンス対策・風評・トレンド調査業務
■ コミュニティサイト企画・サイト運営代行業務
■ 広告審査代行サービス業務
■ 人材派遣業務
■ デバッグ業務
■ サイバーセキュリティ関連業務

会社概要 株式情報

所有者別株式数の分布状況

株式の状況

1.13%

株主名 持株数（株）持株比率（％）

高谷康久 796,804 7.74

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社
（信託口） 760,780 7.39

日本マスタートラスト信託銀行株式会社
（信託口） 644,000 6.26

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社
（信託口9） 605,100 5.88

ゴールドマン・サックス・アンド・カンパニー レギュラー
アカウント

（常任代理人ゴールドマン・サックス証券株式会社）
568,491 5.53

野村信託銀行株式会社（投信口） 277,100 2.69

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社
（信託口5） 196,100 1.91

バンク オブ ニューヨーク ジ一シーエム クライアント 
アカウント ジエイピーアールデイ アイエスジー 
エフイー－エイシー

（常任代理人株式会社三菱UF銀行）

192,593 1.87

株式会社SBI証券 149,494 1.45

溝辺裕 134,350 1.31

大株主（上位10 名）

自己名義株式

（2020年3月31日現在） （2020年3月31日現在）

1.55%
その他国内法人

29.66%
金融機関

トピックス

サイバーセキュリティ市場の2023年までの年平均成長率
は、国内7.9%・海外10.0%と、市場拡大が続いています。
当社は2019年にWAF（ウェブアプリケーションファイア
ウォール）を開発する株式会社グレスアベイルを子会社化
し、サイバーセキュリティ領域を強化しております。

この度、2020年上期に日本初タイプのコンテナ型で
あり、AIを活用したファイアウォール「GUARDIAX」を開発
しました。従来のファイアウォールはクラウド型・オンプレミス
（据え置き）型が主流ですが、アクセス遅延・通信コスト・
メンテナンス手間等の課題がありました。「GUARDIAX」は

コンテナ型のファイアウォールであり、これによってアクセス
遅延抑制・低い通信コスト・規模に応じた拡張性を実現し
ています。

加えて、グループ会社のEGセキュアソリューションズ
株式会社の代表である徳丸は、ウェブセキュリティ分野の
第一人者であり、この相乗効果によって「GUARDIAX」の
品質・販売量向上が期待されます。

サイバーセキュリティ領域を強化し、さらなる企業成長へ
取り組んでまいります。

日本初タイプ・AIを利用した「GUARDIAX」を開発

（注）１．持株比率は自己株式を控除して計算しております。
２．持株比率は小数点第２位未満を四捨五入して表示しております。
３．自己株式には、役員向け株式交付信託が保有する当社株式（160,780株）は含まれておりません。

48.71%
個人

14.50%
外国人

4.45%
証券会社

従来 GUARDIAX

クラウド型

• アクセスが遅延
• 通信コスト高い

オンプレミス型

• メンテナンス手間
• クラウドに非対応

コンテナ型

• アクセス遅延が発生しない
• 通信コストが低い
• 規模に応じたオートスケール

クラウドサーバー

日本初タイプ・AＩを利用した「GUARDIAX」を開発し事業拡大を狙う

据置型
サーバー

ファイア
ウォール
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近年、5Gの普及とともに通信速度の高速化が進み、インターネットコンテンツの視聴は動画中心にシ
フトしている。それに伴い動画広告市場が拡大している。動画広告とは、動画の形態の広告のことで、
動画再生前や途中に流される「インストリーム型」、サイト上のバナーの配信枠に配信する「インバナー
型」、SNS上のコンテンツ間に配置される「インフィード型」、無料アプリの利用と引き換えに動画の視聴
を促す「アプリ型」などがある。電通が2020年3月に発表した「2019年 日本の広告費 インターネット
広告媒体費 詳細分析」でも、動画広告市場は、2020年には3,597億円まで拡大すると予測されており、
今後動画広告が企業のプロモーション活動の中心になると予想される。

当社では、動画広告における法令違反を未然に防ぎ、動画コンテンツの健全性や信頼性の担保する
ためのサービスとして「動画広告審査サービス」を開始。今後も、ミッションである「We Guard All」の実
現に向け、人々の生活をより便利に、豊かにするサービスの開発に尽力していく。

市場が拡大している「動画広告」とは？

〒105-0001
東京都港区虎ノ門1-2-8 虎ノ門琴平タワー8F
TEL:03-6205-8857　FAX:03-6205-8858

イー・ガーディアン株式会社
https://www.e-guardian.co.jp/

株主メモホームページのご紹介
事業年度 毎年10月1日から翌年9月30日まで

定時株主総会 毎年12月に開催

株主名簿管理人
〒100-8233 東京都千代田区丸の内一丁目4番1号
三井住友信託銀行株式会社

同事務取扱所
〒168-0063 東京都杉並区和泉二丁目8番4号
三井住友信託銀行株式会社　証券代行部
TEL：0120-782-031（フリーダイヤル）

公告方法
電子公告とする。
やむを得ない事由により電子公告ができない場合は、
日本経済新聞に掲載して行う。

ホームページでも様々な情報をご覧いただけます。

電子公告掲載 URL
https://kmasterplus.pronexus.co.jp/main/corp/6/0/6050/index.html

コラム Column

トップページ

https://www.e-guardian.co.jp/

株主・投資家情報

https://www.e-guardian.co.jp/ir/




